
平成 26 年９月 1４日 
在宅医療・介護を支える地域づくり 

～住み慣れた家で、地域で、自分らしく過ごしたい～ 
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１．お住まいの地域で見守りやサロン活動などのご経験はありますか。 

・経験したことがある  ・経験はない      ・今、活動をしている   ・未記入 
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２．在宅医療・介護を支える地域づくりのヒントがありましたか。 

  (１）菅波茂氏の講演について 

・多いにあった   ・あった    ・あまりなかった ・地域づくりの必要はない・未記入 

５４ ４５ ５ ０ ９ 

２．在宅医療・介護を支える地域づくりのヒントがありました
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113 名／295 名 
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  （２）シンポジウムについて 

・多いにあった   ・あった    ・あまりなかった ・地域づくりの必要はない・未記入 
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２．在宅医療・介護を支える地域づくりのヒントがありました

か。（２）シンポジウムについて
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３．本講座をどこで、何で知りましたか。 

・町内会等の地域組織  ・公民館     ・知人    ・岡山市の広報誌    ・ラジオ     ・その他 

３３ １０ ７ ２４ ０ ３９ 

 

３．本講座をどこで、何で知りましたか。
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４．その他ご意見や印象に残ったこと等がございましたら、ご記入ください。 

   ☆お互いの助け合い、支え合いは大事にしたい。訪問看護ステーションも地域に密着した活動を

したいと考えていますので参考になります。 

   ☆薬局薬剤師と学童保育の役員をしています。グループホームの方々と、前向きに、学童保育が

組み合わせられないか試してみます。 

   ☆『町内会』何となくわかったような気がします。 

☆市民公開講座がどの階であるか広報誌に書いてほしい。専門の講座があり、あまりにも大勢の

人でどうなっているか、講座があるのかと迷いました。パンフレットは色つきでない物がいい

です。老年になると見にくいです。菅波先生の講演はすばらしいと感じいい勉強させていただ

きました。 

・ ふれあいセンター 

・ 勤務先 

・ リビング紙 

・ 民生委員会 

・ ケアマネ  etc 
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☆菅波さんの思想に接して得るところ大でした。ありがとうございました。 

   ☆菅波先生の話はわかりやすく、これから先参考に活動を続けて行きたいと思いました。少し早

口で喋られメモが難しかったです。 

   ☆菅波先生の話はとても良かった。 

   ☆AMDA の菅波さんのお話はとても現実的な内容だった。岡山の(在宅医療の)レベルが高いこと

は今まで知らなかった。これとも少し具体的に聞きたかった。 

   ☆菅波先生の世界から見た世界、そして地区での活動が人々の支えとなる知恵をこれから私も何

かの手係りにしたく思います。 

   ☆菅波医師の素晴らしさに益を感じました。 

   ☆菅波 Dr.の世界的なご活躍に完全燃焼です。お疲れ様です。これからも頑張ってくださいますよ

うに。もう少しゆっくり話して下されば、うん、そうそうと納得して聞けたのになあと思いま

した。100％聞きとりたかったなあ。折角の名先生のお話なのに。 

   ☆菅波先生の講演は感動しました。もう少し言葉の（あや）を聞きにくい点。今後機会があるた

び深く勉強出来て行けることと思います。 

   ☆菅波先生についてはアムダの活動についてのみ知っていましたが、いろいろな活動をされてい

て理解が深まりました。岡山市民として期待しています。 

   ☆発想のすごさに目覚めさせられた感がする。私達も前に歩き出すことが必要だと感じた。 

   ☆必要だから始まるのが自然に集うのですね。 

   ☆地域の方々がもう少し今日の様な話を聞き理解して高齢者を支えていただきたい。サロンを立

ち上げること・人材が必要。 

   ☆「つながり隊」スバラシイ！！我が町内でも作りたい。・・・サポートされるメンバーの年齢層？ 

    私も｢サロン」をしています。自宅を開放して 11 年・・・悩みながら今日に至っています・・・

運営・発展で悩んでます。 

☆各々の報告者が地域と共にを心に、よく活動されていて頼もしかった。福祉都市岡山の実現を！ 

☆多湖先生の徘徊→散歩→防犯パトロールは効果的だと思った。 

☆多湖先生の話、現実に楽しくいいことだと（ウォーキングパトロール隊等）とてもいい考えだ

と思う。とてもすばらしいことです。勉強になります。1 人で歩けば徘徊、皆で歩けば地域防

犯隊、とてもよかった。 

☆多湖先生の講演がおもしろかった。逆転の発想みたいで。アイデアがもし浮かんでも、どう取

り組んだら良いのか分からない。「こうだったら良いのにな・・・」という考えや思いを提案で

きる場があれば良いのではないかと思う。町内会のすごさを知った！！でもそのすごさは若い

世代は全くと言っていいほど理解はされていません。 

☆多湖先生の話は目からうろこが落ちた様な感じでとても良かったです。 

☆地域の皆でつながり隊はすばらしかった。 

☆地域町内会、井戸端立ち話等、必要な事を感じました。 

☆岡西公民館と灘崎の「なんだ村」の話も本当に良かったです。実行したいです。 
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☆八田さんの話が良かった。 

☆八田理事長のお話で、地域で出来ることの実践を目のあたりにできた事が大きかったです。 

☆サロン「なんだ村」のお話は感動し見学出来ればうれしいです。 

☆自分が住む地域に「なんだ村」があったらと思いました。 

☆いきいきサロンを運営していますが時が経つと行き詰まる事もありますが、楽しんで喜んでや

る事の大切さを再認識しました。 

☆岡山の介護・医療制度が素晴らしいことを改めて知った。アジアからも受け入れて日本とアジ

アの国の良い所を組み合わせて向上できれば良いと思った。ボランティアは楽しい気持ちでや

っています。支え、支えられて。 

☆とても役に立つお話でした。地域に帰って活躍したいと思います。 

☆岡山が在宅医療・介護の先進県だと初めて知りました。私たちは恵まれているのですね。菅波

先生の言われた私たちが当たり前と思っていることが他から見れば違うということが印象的で

した。もっと他国の様子も知りたいと思いました。勉強します。認知症の方が生かされた活動

（アイデア）参考になりました。 

☆公民館の関わりが大変良かったと思った。 

☆困った事（問題点）をプラスに変える(徘徊)→(パトロール)視点、わかっていることですが目か

らうろこでした。 

☆日本人は飲料水の中でお風呂に入っていると後進国の人が言ったと言う事に私達はどんなに恵

まれた国に居るかと改めて思い知らされました。 

☆車での手伝い、その他私に出来る事、又、少しでも役に立っていると思うとうれしい。 

☆利用者とボランティアが楽しいことが大切だということ。 

☆よい話が聞けました。 

☆人を批判しない。大きな声を出す。一緒に楽しい。 

☆すばらしい。私も参加したい気持ちです。 

☆助けられる側のプライド（自尊心）を大切にする視点。障害のある人をどう社会に役立てるか。 

☆うらやましく聞かせていただきました。 

☆一人で歩けば徘徊、みんなで歩けば地域防犯隊の言葉が印象に残る。 

☆地域でのつながりが広がる事を望んでいます。私も行く道、楽しく過ごしたいと思っています。 

☆地域での見守りやサロン活動のことはよくわかったが、病気になった時、医師の往診の実情等

具体的な話があるのを期待していたが、少し期待はずれであった。 

☆相互扶助と言われたが、実際にそれに対する人間がいない。 

☆地域の皆様の影の力のすごさにびっくりしました。感激しました。 

☆三門公民館の私たちのできること、お互い助け合うことが良いと思います。なんだ村サロンの

地域の人の協力で出来ている所がすばらしいです。 

☆岡山の介護のレベルが高い事を始めて知りました。皆の協力があっての事と思います。 

☆AMDA 支援外交の三原則、困った時はお互い様。誰でも他人の役に立ちたい気持ちがある。こ

の気持ちの前には民族・宗教・文化等の壁はない。援助を受ける側にもプライドがある。 
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５．年代、性別、住所等 
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県外：高知県高知市 

   香川県 

その他：老人クラブ 

    高齢者専門相談員 

    社協ボランティア 

    医療従事者 

    学区連合町内会 

    民生委員 

    児童委員 


